























































沖縄赤十字医誌　第24巻　第１号　Med. J. Okinawa Red Cross Hosp.Vol.24（1）
で診察の結果，腫瘍性病変を疑われ当科紹介され
た．
現　症：身長150cm，体重 55.5kg，血圧 148/74mmHg, 
脈拍 77bpm，顔面対称で異常所見なし．初診時
血液検査は，WBC 7.6  RBC 5.0  Hb 14.4  Ht 42 
PLT 217  AST 57↑  ALT 73↑  LD 212  γ-GTP 






































































図８．切除物標本：前後径33.0mm, 幅径18.7mm, 高径9.7mm 
のサイズで，弾性やや硬，充実性であった．
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